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昭
和
５‐
年
度
関
東
学
生
春
季
り
―
グ
戦
　
５

ｏ
ｌ
、
５
、
６
、
８
、
９
　
●
東
京

男
子
は
総
合
力
の
法
大
、女
子
は
日
女
体
大
が
奪
還

中
井

・
辻
、
原
田

。
近
藤
が
ポ
イ
ン
ト

・
ゲ
ツ
タ
ー
と
な
る

好
試
合
を
振
り
返
っ
て

昭
和
５‐
年
度
関
東
大
学
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
春
季
リ
ー
グ
戦
が
、
５
月
１
日

か
ら
９
日
迄
の
５
日
間
、
中
央
区
立

体
育
館
を
皮
切
り
に
板
橋
区
体
育
館

の
二
会
場
で
、
行
な
わ
れ
た
。

今
回
は
、
従
来
通
り
の
学
生
だ
け

が
会
場
内
を
埋
め
て
た
リ
ー
グ
戦
か

ら
、
中
学
生
、
高
校
生
、　
一
般
の
方

々
に
、
会
場
に
来
て
目
の
当
り
に
学

生
の
試
合
を
見
て
も
ら
え
、
今
ま
で

に
な
い
盛
大
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ

う
い
う
点
で
リ
ー
グ
戦
第

一
日
目
か

ら
選
手
も
頑
張
っ
て
い
た
し
、
応
援

も
学
生
特
有
の
一
糸
乱
れ
ぬ
応
援
合

戦
に
会
場
内
は
、
早
く
も
白
熱
し
た

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
来
場
さ

れ
た
方
の
中
に
は
、
こ
の
異
様
な
ほ

ど
ま
で
の
熱
気
に
、
や
や
と
ま
ど
い

気
味
な
が
ら
も
他
で
は
見
ら
れ
ぬ
学

生
リ
ー
グ
戦
に
、
最
後
ま
で
声
援
を

送
っ
て
い
た
。

大
学
の
名
誉
を
か
け
た
好
ゲ
ー
ム

が
到
る
所
に
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
中

で
も
順
位
が
こ
の
一
戦
で
き
ま
る
と

い
う
大
事
な
試
合
で
は
、
特
に
多
く

の
人
の
注
目
を
あ
び
た
。

第
２
日
目

（日
体
大
対
日
大
）

．り　椰．（‐３‐３‐５‐‐‐‐５‐５４一２計
グ
戦
独
特
の
雰
囲
気
が
試
合
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
た
中
谷
に
ひ
び
い
て
い

る
よ
つ
で
あ
る
。
第
２
ゲ
ー
ム
、
第

３
ゲ
ー
ム
は
、
よ
く
粘
っ
て
く
る
須

藤

・
中
村
を
突
き
放
し
終
始
先
手
を

と
っ
て
い
た
中
谷
、
一日
橋
が
１５
‐
‐３
、

‐５
‐
‐３
と
連
取
し
勝
利
を
も
の
に
し

た
。須
藤

・
中
村
は
レ
シ
ー
プ
つ
な
ぎ

の
点
で
は
い
い
が
攻
撃
に
な
る
と
あ

と

一
歩
の
迫
力
が
欠
け
る
よ
つ
で
あ

る
。
中
村
の
不
ッ
ト
前
で
の
鋭
ど
さ

が
ほ
し
い
。　
一
方
の
中
谷

・
高
橋
は
、

こ
れ
か
ら
の
成
長
を
期
待
し
た
い
。

（学
連

・
三
浦
）

目

（日
女
体
大
対
東
女
体
大
）

第
１
ゲ
ー
ム
、
両
校
と
も
期
待
の

第
１
シ
ン
グ
ル
ス
第
２
シ
ン
グ
ル

ス
と
も
に
日
体
大
が
取
り
、
簡
単
に

試
合
の
勝
敗
が
決
る
か
決
ま
ら
な
い

か
日
体
大
、
日
大
と
も
に
こ
の
須
藤

・
中
村
対
中
谷

・
高
橋
の
ダ
ブ
ル
ス

に
か
か
っ
て
き
た
。

中
谷

上
局
橋
は
、
去
年
の
春
の
リ

ー
グ
戦
で
栗
原

・
須
藤
に
接
戦
の
末

勝
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
中
谷
が
病

気
の
た
め
に

一
年
間
試
合
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
た
の
で
、
は
た
し
て
、
ど

の
く
ら
い
体
力
を
回
復
し
て
カ
ム
バ

ッ
ク
す
る
か
が
試
合
の
焦
点
で
あ
っ

た
。第
１
ゲ
ー
ム
は
、
中
谷

・
高
橋
の

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
乱
れ
、
几
ミ

ス
が
目
立
ち
、
１５
‐
４
と
楽
に
須
藤

・
中
村
が
取
っ
た
。
や
は
り
、
リ
ー 橋 谷

体⌒ 松 千 第V日    3
女 田葉 日

0

3  3
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15 15

2

体 ⌒ 沢 矢
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中井・辻 (法大 )矢口・沢内 (東女体大 )
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第
１
ダ
ブ
ル
ス
。
矢
口
・
沢
内
組
、

出
だ
し
快
調
で
あ
る
。
５
１
０
と
大

き
く
離
し
、
千
葉

。
松
田
組
が
本
来

の
ペ
ー
ス
を
取
り
戻
せ
な
い
う
ち
に

し
り
じ
り
と
点
差
を
大
き
く
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
矢
口
・
沢
内
組
と
も
コ

ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
よ
く
、
千
葉

・
松

田
組
を
１５
‐
３
と
大
き
く
離
し
た
ま

ま
第

一
ゲ
ー
ム
を
終
っ
た
。

続
く
第
２
ゲ
ー
ム
は
、
前
半
や
や

リ
ー
ド
さ
れ
た
も
の
の
、
千
葉

・
松

田
組
は
、
第
１
ゲ
ー
ム
と
う
っ
て
か

わ
っ
て
攻
撃
を
し
て
い
た
。
し
か
し

矢
口
・
沢
内
組
も
よ
く
レ
シ
ー
プ
し

ま
た
走
り
ま
わ
っ
て
お
も
し
ろ
い
ゲ

―
ム
展
開
と
な
っ
た
。
後
半
千
葉

・

松
田
組
、
や
や
有
利
か
と
思
わ
れ
た

が
、
し
つ
こ
く
食
い
下
っ
て
く
る
矢

口
・
沢
内
組
に
、
セ
ン
ア
イ
ン
グ
の

末
敗
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
東
女

体
大
は
、
こ
の
一
勝
し
か
で
き
ず
日

女
体
大
の
厚
い
壁
の
前
に
屈
し
て
し

ま
い
、
優
勝
の
望
み
が
消
え
た
。

（学
連

・
根
本
）

第
３
日
目

（早
大
対
青
学
大
）

「〕」『　　⌒‐５‐５‐‐６‐‐）　　鋼見「一

一
部
最
下
位
脱
出
を
は
か
る
、
両

校
早
大
対
青
学
大
の
第
３
ダ
ブ
ル
ス
。

今
シ
ー
ズ
ン
実
力
を
つ
け
て
き
た
青

学
大
２
年
の
時
田
、
昨
年
の
イ
ン
ハ

イ
シ
ン
グ
ル
ス
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

一
年
林
田
の
期
待
の
ダ
ブ
ル
ス
と
昨

年
の
新
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
３
位
の
早
大

３
年
ペ
ア
の
小
中

・
茶
谷
の
試
合
は

好
ゲ
ー
ム
が
予
想
さ
れ
た
。

す
で
に
ポ
イ
ン
ト
は
２
１
２
の
タ

イ
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
試
合
の
結

果
が
双
方
の
勝
敗
に
大
き
く
左
右
す

る
と
あ
っ
て
、
最
初
か
ら
気
合
の
入

っ
た
ゲ
ー
ム
展
開
で
あ
っ
た
。

第
１
ゲ
ー
ム
前
半
、
時
田

・
林
田

組
の
早
い
つ
ぶ
し
で
小
中

・
茶
谷
を

苦
し
め
、
Ｈ
オ
ー
ル
ま
で
せ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
青
学
大
ペ
ア
の
若
さ
に
よ

る
ミ
ス
が
目
立
ち
は
じ
め
、
早
大
ペ

ア
が
４
点
連
取
し
、
第
１
ゲ
ー
ム
を

押
し
切
っ
た
。

第
２
ゲ
ー
ム
、
１
ゲ
ー
ム
を
先
取

し
た
早
大
ペ
ア
が
勢
い
に
の
り
、
終

始
青
学
大
ペ
ア
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら

危
げ
な
し
こ
の
試
合
も
の
に
し
、
早

大
の
勝
利
を
確
実
な
も
の
に
し
た
。

（学
連

・
矢
板
）

第
４
日
目

（日
本
体
育
大
学
対
東
京

女
子
体
育
大
学
）

体（矢練如
２
⌒‐‐‐‐‐‐５４）０
大（高「働

前
日
、
日
女
体
に
敗
れ
た
東
女
体

は
、
日
体
大
を
破
っ
て
２
位
に
く
い

込
も
つ
と
試
合
前
の
息
ご
み
は
素
晴

ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
日
体
大
は
受
身
の
よ
つ
な
感
じ
さ

え
し
た
。
特
に
、
第
１
シ
ン
グ
ル
は
、

キ
ャ
プ
テ
ン
同
士
の
ぶ
つ
か
り
合
い

で
注
目
さ
れ
た
◇

第
１
ゲ
ー
ム
、
高
瀬
の
サ
ー
プ
で

始
ま
り
、
２
１
０
と
高
瀬
り
―
ド
、

サ
ー
ビ
ス
オ
ー
バ
ー
が
何
度
か
か
わ

さ
れ
２
オ
ー
ル
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

矢
回
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
コ
ー
ナ
ー
に

よ
く
決
ま
り
８
１
２
と
リ
ー
ド
、
そ

の
ま
ま
い
っ
き
に
決
め
た
。

第
２
ゲ
ー
ム
、
０
オ
ー
ル
の
ま
ま
、

お
互
い
の
ミ
ス
で
サ
ー
ビ
ス
オ
ー
バ

ー
が
数
回
続
き
、
熱
戦
の
よ
つ
に
思

え
た
が
、
た
ち
ま
ち
５
１
０
と
高
瀬

が
リ
ー
ド
、
と
こ
ろ
が
１
ゲ
ー
ム
と

同
じ
よ
う
に
特
に
ネ
ッ
ト
に
か
け
る

ミ
ス
が
目
立
ち
、
反
対
に
矢
回
の
ス

マ
ッ
シ
ュ
が
コ
ー
ナ
ー
に
決
ま
り
、

そ
の
ま
ま
２
ゲ
ー
ム
ロ
も
決
め
た
。

高
瀬
の
ミ
ス
が
多
か
っ
た
の
と
反

対
に
、
矢
回
は
よ
く
球
を
散
ら
し
、

あ
い
た
所

へ
す
か
さ
ず
ス
マ
ッ
シ
ュ

を
決
め
て
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
た
。

矢
日
の
強
気
な
プ
レ
ー
に
対
し
て
、

高
瀬
の
弱
気
な
プ
レ
ー
が
少
し
感
じ

ら
れ
た
試
合
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
こ
の
１
ポ
イ
ン
ト
が
東
女

体
に
と
っ
て
非
常
に
有
利
に
な
り
、

結
局
日
体
大
に
３
１
２
で
勝
ち
、
４

季
ぶ
り
に
３
位
脱
出
を
果
し
た
。

（学
連

。
長
谷
川
）

最
終
日

（法
大
対
中
大
）

（難
■

２
断

最
終
日
、
優
勝
決
定
戦
の
法
大
対

中
大
の
第
１
シ
ン
グ
ル
ス
。
両
校
強

気
の
オ
ー
ダ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ

プ
シ
ン
グ
ル
ス
の
長
谷
川
と
辻
を
繰

り
出
し
た
。

こ
の
２
人
は
今
ま
で
に
、
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
で

一
回
対
戦
し
、
辻
が
勝

っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
２
人
は
、
関

東
、
そ
し
て
日
本
の
学
生
界
を
担
う

２
人
だ
け
に
、
ラ
イ
バ
ル
意
識
は
互

い
に
相
当
な
も
の
。
そ
の
意
味
で
も

負
け
ら
れ
な
い
試
食

一
見
楽
そ
つ
に
長
身
か
ら
、
す
る

ど
い
シ
ョ
ッ
ト
を
打
つ
長
谷
川
に
、

要
所
を
正
確
に
つ
い
て
く
る
辻
、
第

１
ゲ
ー
ム
は
１５
‐
９
と
長
谷
川
が
取

り
、
有
利
に
第
２
ゲ
ー
ム
ヘ
と
入
っ

た
。し
か
し
、
意
地
で
も
負
け
ら
れ
な

い
辻
は
、
逆
に
第
２
ゲ
ー
ム
を
１５
‐

８
と
軽
く
取
っ
て
、
２
人
の
試
合
に

ふ
さ
わ
し
く
、
第
３
ゲ
ー
ム
に
も
つ

れ
込
ん
だ
。
し
か
し
、
辻
に
粘
り
が

な
く
な
り
、
予
想
し
た
接
戦
も
な
く

‐５
‐
７
と
長
谷
川
が
勝
ち
、
試
合
の

幕
を
閉
し
た
。
　

（学
連

・
兼
平
）

優勝 した法大チーム

7 159
1 1 1
15815
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昭
和
五
十

一
年
度
　
春
季
リ
ー
グ
戦

一
部
結
果

会
場
期
日

法

政

大

学

中

央

大

学

日
本

体

育
大
学

日

本

大

学

早

稲

田

大

学

青

山

学

院
大
学

５
勝
０
敗

４
勝
１
敗

３
勝
２
敗

２
勝
３
敗

１
勝
４
敗

０
勝
５
敗

中
央
区
体
育
館

・
板
橋
区
体
育
館

５

月

１

．

５

●

６

●

８

●

９

日

男

子
,贋

1

位
部

女

子
順
1

位
部

654321

654321

日
本
女
子
体
育
大
学

東
京
女
子
体
育
大
学

日

本

体

育

大
学

青

山

学

院

大
学

大

妻

女

子

大
学

群

馬

大

学

５
勝
０
敗

４
勝
１
敗

３
勝
２
敗

２
勝
３
敗

１
勝
４
敗

０
勝
５
敗

圭同
　
学
　
大

日

大

早

大

日
　
体
　
大

中

大

法

大

大
学
名

法

　

大

中

　

大

日
体
大

早
　
大

日
　

大

青
学
大

大
　
妻
　
大

群

大

青
　
学
　
大

東
　
女
　
体

日
　
女
　
体

日
　
体
　
大

大
学
名

日
体
大

日
女
体

東
女
体

青
学
大

群
　
大

大
妻
大
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本  村  崎 田 水利 村本  崎  田  大

22222227雷

00010000ふ

市  大 佐 間後 松市
々

川  野 木  山 藤 浦 川

足  三  真 永 鈴 三 牧 小  鈴  牧  専

立  井  栄井 木 井 野 田  木  野  大

02222205

20001022

中  鈴  笹 中 鈴 伊 鈴 井  笹  井  立
木  木

島  木  原 島 3藤 0上  原  上  大

2    4

E====||
000201

田  出 青 山田  出  青

中  崎 木 倉 中  崎  木

太  高 米 杉 太  米  杉  明
学

田  崎 山 山 田  山  山  大

202224

百百吾百需ビ
旦 壁二 旦 翌 |↓
020011

田  塩 笹 田 飯  塩  笹  東
学

淵  沢 川 淵 岡  沢  川  大

国

学

院

大

東

大

宮

　

内

佐

々
木

小

田

島

里I里旦里ii
000000

高 仲 村 平

野 沢 橋 松

飯  佐宮 飯 友  佐  友

田  藤 崎 田 尻  藤  尻

21202024

平  鈴  平 小 鈴和 清浜  河  小

野  木  野林 木 田 水野  合  林

121212

根  西  根 小 小 井 西 龍  小

来  沢  来 坂 山沢 沢 崎  山

仲

　

沢

　

２

村

　

橋

　

２

平  埼
玉

松  大

2    5

千

葉

大

３
　
関

学

大

０
　
井

　

沢

DS

共

立

大
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徳  斉徳 今 大  今  大  早

永  藤 永 村 江  村  江  大

012122

221213

杉  田米 杉 太  米  太

山  淵 山 山田  山  田

青  山 田 出 青  田  出  国
学

木  倉 中 崎 木  中  崎  院

02001

21223

村  平 村 高 仲  仲  平  埼
玉

橋  松 橋 野 沢  沢  松  大

飯  宮 佐 飯 友  友  佐  共
立

田  崎 藤 田 尻  尻  藤  大

200001

022224

伊  油 赤 田 飯  塩  笹  東
学

藤  布 羽 淵 岡  沢  川  大

柳  森  木 柳 宮梶 清 玉  茂  宮  慶

本  下  村 本 崎 田 水 利  木  崎  大

222225雷

000000象

小  三  真 永 鈴三 牧 小  鈴  牧  専

田  井  栄 井 木井 野 田  木  野  大

市  松  間 後 佐 大 松 市  佐  大  大
 々          々       東

川  浦  山 藤 木 野 浦 川  木  野  大

222204

001021

鈴  清  鈴和 平小 清 浜  平

水  木 田 野 林 水野  野

根  西  根 小 小 井 西 龍  井  小  関
学

来  沢  来 坂 山 沢 沢 崎  沢  山  大

2022214

1200022

中  鈴  鈴 井 鈴 伊 笹 中  笹  井  立

島  木  木 上 木 藤 原 島  原  上  大

明

学

大

千

葉

大

小

　

林
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春 季 リー

1部 1位 法 政 大 学

2位 中  央  大  学

3位 日 本 体 育 大 学

4位  日 本  大  学

5位 早 稲 田 大 学

6位 青 山 学 院 大 学

グ 戦 総 合 結 果 (男子 )

5勝 0敗

4勝 1敗

3勝 2敗

2勝 3敗

1勝 4敗

0勝 5敗

5部  1位

2位

3位

4位

5位

6位

横 浜 国 立 大 学  5勝 0敗

明 治 学 院 大 学  4勝 1敗

東 京 農 業 大 学  3勝 2敗

都  立  大  学  2勝 3敗

東 京 農 工 大 学  1勝 4敗

国 学 院 大 学  0勝 5敗

2部  1位

2位

3位

4位

5位

6位

慶 応 義 塾 大 学

大 東 文 化 大 学

専  修  大  学

千 葉 大 学

関 東 学 院 大 学

立 教 大 学

6部  1位

2位

3位

4位

5位

6位

5勝 0敗

4勝 1敗

3勝 2敗

2勝 3敗

1勝 4敗

0勝 5敗

茨  城  大  学  5勝 0敗

独  協  大  学  3勝 2敗
17ポイント 得υ F―ム差 1

東 京 学 芸 大 学  3勝 2敗
17ポイント 得失グーム差4

横 浜 市 立 大 学  2勝 3敗
19ポイント

東 京 工 業 大 学  2勝 3敗
15ポイント

武  蔵  大  学  0勝 5敗

3部  1位

2位

3位

4位

5位

6位

一 ツ 橋 大 学

東 京 大 学

東 京 理 科 大 学

明 治 大 学

埼 玉 大 学

神 奈 川 大 学

4勝 1敗
23ポ イント

4勝 1敗
19ポイント

3勝 2敗

2勝 3敗

1勝 4敗
15ポイント

1勝 4敗
11ポイント

5勝 0敗

4勝 1敗

3勝 2敗

2勝 3敗

1勝 4敗

0勝 5敗

7部  1位

2位

3位

4位

5位

6位

8部  1位

2位

3位

4位

5位

6位

武 蔵 工 業 大 学

千 葉 商 科 大 学

明 星 大 学

駒 沢 大 学

東 京電機大学 I部

成  城  大  学

玉  川  大  学

電 機 通 信 大 学

高 崎 経 済 大 学

慈 恵 医 科 大 学

武 蔵 野 美 術 大学

学 習 院 大 学

5勝 0敗

3勝 2敗
21ポイント

3勝 2敗
16ポイント

2勝 3敗
17ポイント

2勝 3敗
16ポイント

0勝 5敗

5勝 0敗

4勝 1敗

2勝 3敗
17ポイント

2勝 3敗
15ポイント

2勝 3敗
14ポイント

0勝 5敗

「6

4部  1位

2位

3位

4位

5位

6位

東 海 大 学

成 嘆 大 学

東 洋 大 学

東 京 経 済 大 学

山 梨 大 学

国 士 館 大 学



9部  1位  創  価  大  学

2位 電 気通信大学Ⅱ部

3位 東 京 外 国 語大 学

4位 都 留 文 化 大 学

5位 横 浜 商 科 大 学

6位 東 京 商 船 大 学

10部 1位 城 西 大 学

2位 工 学 院 大 学 I部

3位 東 京 水 産 大 学

4位 富 士 短 期 大 学

5位 武 蔵 野 音 楽 大 学

6位 工 学 院 大 学 Ⅱ部

春 季 リ

1位  日本女子体育大学

2位 東 京女子体育大学

3位 日 本 体 育 大 学

4位 青 山 学 院 大 学

5位 大 妻 女 子 大 学

6位 群  馬  大  学

1部

5勝 0敗

4勝 1敗

3勝 2敗

2勝 3敗

1勝 4敗

0勝 5敗

― グ戦 総 合結 果 (女子 )

5勝 0敗

4勝 1敗

3勝 2敗

2勝 3敗

1勝 4敗

0勝 5敗

3部  1位  千 葉 大 学

5勝 0敗

4勝 1敗

3勝 2敗

2勝 3敗

1勝 4敗

0勝 5敗

4部  1位  成  瞑

2位 国 士 館

3位  武  蔵

4位  明  治

5位  玉  川

6位 東  洋

5勝0敗

4勝 1敗

2勝 3敗
16ポイント

2勝 3敗
14ポイント

2勝 3敗
11ポイント

0勝 5敗

11部 1位  千

2位  筑

3位 淑

4位  帝

5位 立

6位  多

7位 足

2位 日 本 女 子 大 学

3位 お 茶の水女子 大学

4位 昭 和 女 子 大 学

5位 慶 応 義 塾 大 学

6位 学 習 院 大 学

葉 工 業 大 学  6勝 0敗

波  大  学  5勝 1敗

徳  大  学  4勝 2敗

京  大  学  3勝 3敗

正  大  学  2勝 4敗

摩 美 術 大 学  1勝 5敗

禾U工 業 大 学  0勝 6敗

4勝 1敗
17ポ イント

4勝 1敗
15ポイント

14驚栄

И哺升

13驚升

2嗜升

2部  1位  明

2位  東

3位 早

4位  埼

5位 国

6位 共

治 学 院 大 学

京 学 芸 大 学

稲 田 大 学

玉  大  学

学 院 大 学

立 女 子 大 学

大  学  5勝 0敗

大学 16驚多肇
大 学
 11鷲騎多肇

大 学 13響 3肇
大 学 H餞 )肇
大 学 0勝 5敗

17



5部  1位 都 留 文 科 大 学

2位  津 田 塾 大 学

3位 東 京 都 立 大 学

4位 女 子 美 術 大 学

5位  独  協  大  学

6位  武 蔵 野 美 術 大 学

6部 1位 明 星 大 学

2位 東 京 理 科 大 学

3位 横 浜 市 立 大 学

4位 東 京 経 済 大 学

5位 杉 野 女 子 大 学

6位 東 京 家 政 大 学

7部  1位 横 浜 国 立 大 学

2位 富 士 短 期 大 学

3位  立  教  大  学

4位 駒 沢 大 学

5位 東 京 農 業 大 学

6位 神 奈 川 大 学

4勝 1敗
18ポイント

4勝 1敗
16ポイント

3勝 2敗
13ポイント

2勝 3敗
14ポイント

2勝 3敗
12ポイント

0勝 5敗
2ポイント

5勝 0敗

4勝 1敗

3勝 2敗

2勝 3敗

1勝 4敗

0勝 5敗

9部 1位

2位

3位

4位

5位

6位

日  本  大  学  5勝 0敗

東  京  大  学  4勝 1敗

立 正 女 子 大 学  3勝 2敗

青山学院短期 大学  2勝 3敗

文 京女子短期大学  1勝 4敗

桐 朋 学 園 大 学  0勝 5敗

8部  1位

2位

3位

4位

5位

6位

大 東 文 化 大 学

東 京女子医科大学

成  城  大  学

清 泉 女 子 大 学

武 蔵 野 音 楽 大学

東 京女子短期大学

5勝 0敗

4勝 1敗

3勝 2敗

2勝 3敗

1勝 4敗

0勝 5敗

5勝 0敗

4勝 1敗

3勝 2敗

2勝 3敗

1勝 4敗

0勝 5敗

10部   1位  東 京 女 子 大 学  4勝 0敗

2位  創  価  大  学  3勝 1敗

3位 東 京 外 国 語大学  2勝 2敗

4位 十 文字 短 期 大学  1勝 3敗

5位  跡見学園短期大学  0勝 4敗

6位 淑 徳 短 期 大 学  休部

11部  1位  東  海  大  学  4勝 0敗

2位 東洋大学短期大学  3勝 1敗

3位  一  橋  大  学  2勝 2敗

4位  図 書 館 短 期大学  1勝 3敗

5位  白 梅 短 期 大 学  0勝 4敗

6位  畔 院如敵謝大学   休部

12部  1位  城  西  大  学  5勝 0敗

2位 専  修  大  学  4勝 1敗

3位  筑  波  大  学  3勝 2敗

4位  聖 心 女 子 大 学  2勝 3敗

5位  多 摩 美 術 大 学  1勝 4敗

6位  帝  京  大  学  0勝 5敗

'8



春 季 リ ー グ 戦 入 替 戦 結 果

男 子  1-2部

2-3部

3-4部

4-5部

5-6部

6-7部

7-8部

8-9部

9-10部

10-11部

女 子  1-2部

2-3部

3-4部

4-5部

5-6部

6-7部

7-8部

8-9部

9-10部

10-11部

11-12部

青 山 学 院 大 学 (降

立  教  大  学 (降

神 奈 り‖ 大 学 (降

国 士 館 大 学 (降

国 学 院 大 学 (降

武 蔵 大 学 (降

成 城 大 学 (降

学 習 院 大 学 (降

東 京 商 船 大 学 (降

工 学 院 大 学 Ⅱ部 (降

群  馬  大  学 (降

共 立 女 子 大 学 (降

学 習 院 大 学 (降

東 洋 大 学 (降

武 蔵 野 美 術 大学 (降

東 京 家 政 大 学 (降

神 奈 J‖ 大 学 (降

東 京女子短期大学 (降

桐 朋 学 園 大 学 (降

淑解識老」ざ塩醐大学 (降

関藩潮き」ぎ塩朔大学 (降

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

格 )

3

権

3

3

権

権

権

2 -- 4

3 -- 4

2 -―- 4

1  - 4

1 -―- 4

0 -

2 -

1  -―
―

2 -

棄

0 -

0 -

1  -一

―

0 -

棄

0 -

0 -

棄

棄

棄

2 -- 3

４

４

４

４

権

会場  駒 沢 体 育 館

期 日  5月 21日 ,22日

慶 応 義 塾 大 学 (昇 格 )

一 ツ 橋 大 学 (昇 格 )

東 海 大 学 (昇 格 )

横 浜 国 立 大 学 (昇 格 )

茨 城 大 学 (昇 格 )

武 蔵 工 業 大 学 (昇 格 )

玉  川  大  学 (昇 格 )

創 価 大 学 (昇 格 )

城 西 大 学 (昇 格 )

千 葉 工 業 大 学 (昇 格 )

明 治 学 院 大 学 (昇 格 )

千 葉 大 学 (昇 格 )

成 瞑 大 学 (昇 格 )

都 留 文 化 大 学 (昇 格 )

明 星 大 学 (昇 格 )

横 浜 国 立 大 学 (昇 格 )

大 東 文 化 大 学 (昇 格 )

日 本 大 学 (昇 格 )

東 京 女 子 大 学 (昇 格 )

東 海 大 学 (昇 格 )

城 西 大 学 (昇 格 )

19

(この結果,男女ともすべて下部校の昇格,上部校の降格が決定 )



m特 性を生 話題α ンヾ1ルーラケット。4

竹製なればこそ発揮できる威力が

バドミントンのプレーに適 した材質

の特性であることに着目して、その

研究成果を集積、ここに今話題の

バンブーラケノト〈ハイ・トーマス〉が

誕生 しました。

■竹と木の合板による強靱なフレームと

細くて長いテーパーシャフトによる抜群

の反撓力と反梶音。■薄いフレームに竹

独特の強さとしなりがシャープな振りと

動きを可能にします。■ガント張りによ

るラケントの変形が起らない。■ソフト

グリンプが手に良くなしみます。

理想のガット(ウインテックス

'4′

弾力性 耐久性パツクンのステンレスス
チールワイヤー

=き
の高級カノトです。

すばやい動きがいつもフレッシュ4′
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／
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時速2702の
々 ッれ /

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコッ

クカ鶴速 270kmのスピードで、相手コートに

たたきつけられる。目にもとまらぬスマッシ

ュ。今や噂のラケット、プランキ~。 その秘密は

ヨネックスが初めて可能にした、極細の特殊

ステンレスシャフト。ぐんと細身で、普通よ

り長日ですから、まるでムチのように打つ瞬

間鋭利にしなります。息をのむ反発力です。そ

のうえ、特殊合金フレームの強さがプラスさ

れ、切れ味のよい攻撃力。あそこで、ここで、

プラックパワーと恐れられています。

L8100 HJ田【EN
●No 8 00ブラッキー…………… ¥5′ 500



●大阪・京都昭和51年度関西学生春季リーグ戦 5017-601

近畿大,圧倒的な底力で全勝優勝

-2部 は大接戦
の末ヮ京都産業大に栄冠

男  子 部

結 果

1位 近 畿 大 学

2位 大 阪 経 済大学

3位 立 命 館 大 学

4位 同 志 社 大 学

5位 関 西 大 学

6位 京 都 大 学
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秋季 リーグ戦
で の 順 位

近 経 一示 関 立 同 勝  敗

1 近 畿 大 学 ④ ⑦ ◎ ⑥ ⑥ 5-0

2.大 阪 経 済大学 ④ ◎ ④ ⑦ 4-1

3.京 都 大 学 0 3 3 0 - 5

4関 西 大 学 1 1 ④ ＼ 1 3 1 - 4

5.立 命 館 大 学 1 ④ ⑥ ④ 3-2

6.同 志 社 大 学 1 ④ ④ 2 - 3
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＼



第 2日 (5月 23日  京都大学 GYM)
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第 4日 (5月 29日  大阪府臨海 SC)
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男 子  2 部

戦
位

一グ
順利の

秋
で

産 甲 龍 関 学 阪 神 勝  敗

1.京 都 産 業大学 ＼ ⑤ ④ ⑤ ⑥ 4 - 1

2.甲 南 大 学 ＼ ⑤ ④ ⑥ ③ 4 - 1

3.龍 谷 大 学 ＼ ⑥ 1 - 4

4.関 西 学 院大学 ④ ⑤ ＼ ⑤ ⑦ 4 - 1

5。 大 阪 大 学 1 ④ ＼ ④ 2 - 3

6.神 戸 大 学 1 1 1 1 ＼ 0-5

1位 02位はポイン ト差

2位 03位はセット差にて決定

第 :日 目 (5月 17日  大阪市中央 GYM)

京 産 3{::,}4関 学   甲 南 6{:::}1 阪 大   龍 谷  6{:::}1 神 大

結 果

1位 関西 学 院大学

2位 京都 産 業大学

3位 甲 南 大 学

4位 大 阪 大 学

5位 龍 谷 大 学

6位 神 戸 大 学

大阪４
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田
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６

第

産一示

第 3日 目 (5月 25日  大阪府臨海 SC)

京 産  5{::|}2阪 大   甲 南  51::3}2龍 谷   関 学  7{:::}0 神 大

第 4日 目 (5月 27日  大阪府臨海 SC)

京 産 4{:::}3龍 大   甲 南  6{:::}1 神 大   関 学 511::}2阪 大

最 終 日 (6月  1日  大阪府臨海 SC)

京 産 5{:::}2甲 南   龍 谷 2{|::}5関 学   阪 大 4{]::}1神 大
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男 子  3 部

戦
位

・グ
順刺の

秋

で
市 商 桃 京工 京教 奈教 勝  敗

1 大 阪 市 立大学 ④ ⑤ ⑦ ④ 4-1

2.神 戸 商 科大学 ④ ④ ④ 3 -‐  2

3 桃 山 学 院大学 ④ ◎ ④ ⑦ ⑥ 5-0

4-対 ④ ④ 2-3

5 京都 教育大学 0
キケン

0

キケン
0-5

6.奈 良 教 育大学 1 ④ 1-4

結 果

1位 桃 山学 院大学

2位 大 阪 市 立大学

3位 神 戸 商 科大学

4位

―5位 奈 良 教 育大学

6位 京都 教 育大学

第 l日 目 (5月 18日  大阪市中央 GYM)

市 大  5{::|}2 京 工   神 商 4{`::}3 京 教   桃 山 6{:::}1奈 教

第 2日 目 (5月 20日  大阪市中央 GYM)

市 大  4{:::}3 奈 教   神 商 4{:::}3 京 工   桃 山 7{キ ケン
}0 
京 教

第 3日 目 (5月 26日  大阪府臨海 SC)

市 大  7{キ ケン
}0 
京 教    神  商  1{:::}6 桃  山   京 工  4{':ち

}3 
奈 教

第 4日 目 (5月 28日  大阪府臨海 SC)

市 大  3{:::}4桃 山   神 商  4{:::}3奈 教   京 工  4{::〔
}3 
京 教

最 終 日 (5月 31日  大阪市中央 GYM)

市 大  4{:::}2 ネ申 商    桃  山 4{:::}0 京 工    京  教  1{::`}4 奈 教
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男 子  4 部

戦
位

一グ
順
利
の
秋
で

和 大体 天 神学 滋経 大教 勝  敗

1.和 歌 山 大 学 ⑤ ⑤ ⑦ 3 - 2

2.大 阪 体 育大学 2 ⑦ ④ ⑤ 3-2

3.天 理 大 学 1 0 - 5

4 神 戸学 院大学 ④ ④ ⑥ 3-2

5 - 0 ⑤ 1 1-4

6 大 阪 教 育大学 ⑤ ④ ⑥ ④ ④ 5 - 0

結 果

1位 大 阪 教 育大学

2位 和 歌 山 大 学

3位 大 阪 体 育大学

4位 神 戸学 院大学

5位 測夢群織幣部

6位 天 理 大 学

2位 。3位・ 4位はポイン ト差にて決定
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和 大 5{::l}2天 理   大 体 31,::}4大 教   神 学 6{:::}1 滋 経

大
　
　
２７

和

＼



男 子  5 部

秋李 リーグ戦
で の 順 位

大府 大外 大工 仏 滋教 大産 勝  敗

1.大 阪 府 立大学 ＼ ⑤ ④ ④ 3 3-2

2 大阪外国語大学 1 ＼ ④ ⑤ ④ 3 3  - 2

3 大 阪工 業大学 ＼ ⑤ 1 1-4

4.仏 教 大 学 ④ ＼ ④ 3 2 - 3

5.い ④ 3 1-4

6.大 阪 産 業大学 ④ ④ ⑥ ④ ④ ＼ 5-0

結 果

1位 大 阪 産 業大学

2位 大 阪 府 立大学

3位 大阪外国語大学

4位 仏 教 大 学

5位 大 阪 工 業大学

6位 い

2位・ 3位はポイン ト差

5位 06位はセット差にて決定

産大６
ヽ

Ｌ

ｒ

Ｊ

２

４

Ｄ

Ｓ

ｌ

０

ｆ

ｌ

Ｌ
工大教滋３

ｌ

Ｌ

Ｆ

Ｊ

ｌ

２

Ｄ

Ｓ

の
七

ＹＧ
　

　

外

央中

　

　

大

市阪大

大

日８
　

　

仏

瑚

歩
田
探

１

　

　

　

４

第

府大

教滋２
１

卜

Ｊ

０

２

Ｄ

Ｓ

３

２

ｒ

ｊ

ｌ

ｔ

５工大大仏２
ｌ

Ｌ

Ｆ

Ｊ

Ｄ

Ｓ

の

幸

ＹＧ
　

　

外

央中

　

　

大

市阪大

産

日９
　

　

大

朝

集
町
保

２

　

　

　

３

第

府大

産大
　
　
２

４

１

ト

リ

２

２

Ｄ

Ｓ

ｌ

２

ｆ

ｌ

ｔ

３教滋大仏４

ｌ

卜

Ｊ

２

２

Ｄ

Ｓ

ｌ

２

の
　
ｒ劇
Ц

Ｙ知
　
　
工

中

　
　

大

市阪大

外

日１
　

　

大

瑚

騨

Щ
　
　
Ｄ
Ｓ

３

３

終

　

ｒ
引
ｔ

最

府大

第 3日 目 (5月 23日  京都大学 )

大 府 3{〔 ::}4滋 教   大 外 41'::}3大 工   仏 大 3{::,}4大 産

第 4日 目 (5月 28日  大阪府臨海 SC)

大 府 4{]::}3大 工   大 外 3{::'}4大 産   仏 大 4{:::}3滋 教

＼



戦
位

・グ
順
利
の
秋
で

姫 Ⅱ 府 追 外 勝  敗

1.姫 路 工 業大学 1 ④ 2 1-3

2.関 西 大 学 Ⅱ部 ⑤ ＼ ④ 3 2-3

3.京 都 府 立大学 0-4

4.追手門学院大学 ④ ⑤ ④ ＼ 3 3-1

5.関西外国語大学 ⑤ ④ ⑤ ④ ＼ 4-0

(大谷大学は不参加 )

男 子  6 部

結 果

1位 関西外国語大学

2位 追手『1学院大学

3位 関 西 大 学 Ⅱ部

4位 姫路 工 業大学

5位 京都 府 立大学

第 :日 目 (5月 17日  大阪市中央GYM)

工  3{〕 ::}4  追手門   関 Ⅱ  3{

第 2日 目 (5月 19日  大阪市中央GYM)

Ⅱ  2{l::}5  造手門   京 府  2{

第 3日 目 (5月 20日  大阪市中央 GYM)

工  2{l::}5  関 外   関 Ⅱ  4{

第 4日 目 (5月 25日  大阪府臨海 SC)

工  4{`::}3  京 府   追手門  3{

最 終 日(5月 29日  大阪府臨海 SC)

工  1{::3}5  関 Ⅱ   京 府  2{

外関４

ｌ
Ｌ
ｒ
Ｊ

ｌ

３

Ｄ

Ｓ

２

１

外関５

１

ト

リ

２

３

Ｄ

Ｓ

府一示
３

ｌ

Ｌ

ｒ

Ｊ

ｌ

２

Ｄ

Ｓ

２

２

外関４

―

卜

ｊ

ｌ

３

Ｄ

Ｓ

２

１

手追４

ｌ

Ｌ

ｆ

Ｊ

２

２

Ｄ

Ｓ

29
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昭和 51年度関東学生バ ドミン トン選手権大会結果

ランキング (個人 )

日1呈  6月 10,15,16,17,19,21,23,27,29,30日
場所 駒 沢 体 育 館    江東区体育館
中央区体育館 日体大体育館

Ａ
プ

ロ
ッ
ク
男
子
シ
ン
グ

ル
ス

ダ
ブ

ル
ス

Ｂ
プ

ロ
ッ
ク
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

ダ
ブ

ル
ス

Ｂ
プ

ロ
ッ
ク
女

子
シ
ン
グ

ル
ス
　

　

グ
ブ

ル
ス

Ｂ
プ

ロ
ッ
ク
女
子
シ
ン
グ

ル
ス

ダ
ブ

ル
ス

１
位
　
長
谷
川
博
幸

介
Ｔ
　
‘

２
位
　
辻
　
　
敏
弘

介
広
　
本

３
位
　
梶
田
　
敏
夫

０
震
　
ふ

３
位
　
宮
崎
　
克
己

０
慶
　
・ふ

５
位
　
中
井
　
基
夫

０
法
　
本

５
位
　
村
元
　
英
美

曾

学
ふ

５
位
　
仲
尾
　
信

一
０
法
　
ふ

５
位
　
西
村
　
正
美

含
Ｔ
　
上０

55553321
位 位 位 位 位 位 位 位

杏架蓉↑禽髪裟護冨ξ寒栗
辻鼻暴再
り!|

徹突羹遣重曇尋云琶緊霜浩騒彙畢嚢
震 寧 官 貧 震 宮 揆 ↑

体

ふ ふ ふ

`ふ
ふ ふ ふ

１
位

２
位

３
位

３
位

５
位

５
位

５
位

５
位

京 牧 赤 山 高 梅 室 林
屋  坂 下 橋 原 田

加
永

（果
海
本

渉

↑
　
ふ

正
光

全

橋
本

郁
夫

貧

農
ふ

雅
玄

国

学
し

正
弘

城

西
も

弘
之

震

ふ

寛
司

翁

学
本

１位
　
御
細

２位
　
榊
帥

３位
　
鴻
味

３
位
　
仙
師

５位
　
鴨
却

５位
　
舗
稀

５位
　
破
圃

５位
　
神
励

麒
綱
御
ふ

鯨
喘
↑
工
ふ

敵
鬱
横
市
ふ

緋
舷
国
学
し

笏
鞍
積
国
ふ

廓
拡
策
農
ふ

正
榊
貧
経
ふ

触
細
明
学
さ

１
位
　
近
藤
　
小
織

（日
女
体
ふ

２
位
　
千
葉
　
陽
子

曾

女
体
ふ

３
位
　
松
田
　
敦
子

↑

女
体
ふ

３
位
　
渡
辺
多
喜
子

曾

女
体
ふ

５
位
　
大
場
三
弥
子

（日
女
体
ふ

５
位
　
坂
本
真
紀
子

全
同
学

ふ

５
位
　
関
根
　
和
子

（日

体

ふ

５
位
　
米
倉
よ
し
子

（日
女
体
ふ

面
凛
多
卦
玲
曾
女
体
ふ

爛
療
ソ
却
工子
官
体
さ

断
麟

翡
青
官
女
体
さ

証
晰

碁
甜
官
女
体
ふ

秩
蛯
一轟
断
曾
女
体
さ

轄
踏

明
辞
曾
体
さ

献
柏
真
釉
隷
貧
女
体
ふ

林
踏
は
ユ
好
↑
女
体
さ

１
位

２
位

３
位

３
位

５
位

５
位

５
位

５
位

１
位
　
馬
淵

２
位
　
杉
本

３
位
　
白
鳥

３
位
　
松
本

５
位
　
渡
辺

５
位
　
衣
袋

５
位
　
丸
岡

５
位
　
蓮
沼

端
子

官

体

ふ

明
子

合
口
女

６

定
子

曾

体

ふ

律
子

尖

妻

ふ

真
代

合
曖
　
　
ふ

〓

曾

学

ふ

恵
美

舎
〈
女

６

節
子
舎
〈
海

ふ

１
位

２
位

３
位

３
位

５
位

５
位

５
位

５
位

3言 83[:][:3:〔 :8:[
貧 貧 ↑ 曾 曾 震 の ↑

女 女 女 学 女   女

66686さ さ 0
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問
２２
　
主
審
を
実
際
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
注
意
す

べ
き
こ
と
を
く
わ
し
く
話
し
て
下
さ
い
。

答
　
ま
ず
、
主
審
は
、
厳
然
と
し
た
態
度
で
、
他
か

ら
干
渉
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
試
合
を
ス
ム
ー
ズ
に
運

営
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
常
に
、
競
技
規
則
に
則

っ
て
試
合
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
つ
つ
、

プ
レ
ー
を
、
い
た
ず
ら
に
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

進
行
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
（心
得
８
）

シ
ャ
ト
ル
の
交
換
や
、
汗
ふ
き
な
ど
で
、
プ
レ
ー
が

中
断
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。
な
お
判
定

が
微
妙
で
、
即
断
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
点
を
は

っ
き
り
告
げ
て
、
「
レ
ッ
ト
」
を
宣
す
べ
き
で
す
。

決
し
て
観
衆
や
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
聞

い
た
り
し
て
そ
の

判
定
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
（心
得
６
）

な
お
、
競
技
規
則
上
の
解
釈
等
で
わ
か
ら
な
い
と
き

は
、
必
ず
、
審
判
長
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

問
２３
　
主
審
の
試
合
直
前
の
仕
事
を
、
順
を
追
っ
て
、

く
わ
し
く
説
明
し
て
下
さ
い
。

答
　
本
部
よ
り
、
審
判
用
紙
や
シ
ャ
ト
ル
を
受
け
と

り
、
所
定
の
位
置

（問
２‐
参
照
）
に
つ
き
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
、
０
）ネ
ッ
ト
の
高

さ
　
○
ポ
ス
ト
の
位
置
　
一〇
線
審
等
の
位
置
。
準
備

状
況
　
・①
選
手
の
氏
名
・
所
属
　
・⑤
選
手
の
服
装
が

あ
り
ま
す
。

次
に
、
Ｏ
ト
ス
を
さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
権
や
エ
ン
ド

を
選
ば
せ
る
、
①
シ
ャ
ト
ル
を
与
え
る
。
ま
た
点
数

表
示
係
が
い
る
場
合
、
そ
の
人
達
の
準
備
の
状
態
も

み
て
か
ら
、
ゲ
ー
ム
開
始
の
コ
ー
ル
を
し
て
下
さ
い
。

間
２４
　
ち
よ
つ
と
待

っ
て
下
さ
い
。
主
審
の
仕
事
と

は
い
え
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
全
然
挨
拶
も
な

し
に
試
合
を
始
め
て
い
い
の
で
す
か
。

本
曰
　
そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
挨
拶
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
従
来
、
わ
が
国
で
は
試
合
の
初
め
に
何
回

も
や
た
ら
に
お
じ
ぎ
を
す
る
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
る
の
で
す
が
、
こ
れ
も
度

を
過
ぎ
る
と
、
か
え
っ
て
見
苦
し
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
わ
が
国
で
は
、
普
通
次
の
も
う
に
し
て
い

ま
す
。

○
ト
ス
を
す
る
前
に
、
相
対
す
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
同
志

が
歩
み
よ
り
、
ネ
ッ
ト
を
は
さ
ん
で
互
に
挨
拶

（握

手
）
す
る
。
（試
合
終
了
時
に
も
同
様
の
こ
と
を
す

る
。
）
，」
の
際
、
サ
ー
ビ
ス
・
ジ
ャ
ッ
ジ
と
線
審
は

所
定
の
位
置
で
直
立
す
る
。

○
ト
ス
が
終
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
権
、
エ
ン
ド
が
決
定

し
、
審
判
団
も
所
定
の
位
置
に
付
い
た
な
ら
、
主
審

の
方
に
向
き
を
変
え
、
同
時
に
主
審
に
え
し
ゃ
く
を

す
る
。

○
主
審
は
、
そ
の
コ
ー
ト
の
審
判
団
を
代
表
し
て
答

礼
す
る
。
（サ
ー
ビ
ス

・
ジ
ャ
ッ
ジ
以
下
は
、
主
審
の

答
礼
が
終
っ
た
の
ち
着
席
し
ま
す
。
）

な
お
団
体
対
抗
戦
で
は
、
ネ
ッ
ト
を
は
さ
ん
で
、

監
督
以
下
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

一
列
に
な
っ
て
挨
拶
を
す

る
。
そ
し
て
、　
一
対
抗
の
各
試
合
ご
と
に
上
記
の
通

り
の
挨
拶
を
す
る
。

間
２５
　
試
合
開
始
と
、
終
了
の
と
き
の
正
し
い
コ
ー

ル
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

穴
目　
問
２４
の
す
べ
て
が
完
了
し
た
ら
、
次
の
順
序
で

コ
ー
ル
し
て
下
さ
い
。

一
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
紹
介
す
る
と
き

（ダ
ブ
ル
ス
の
場
合
）

イ
ン
サ
イ
ド

フ
ァ
ー
ス
ト

・
サ
ー
バ

パ
ー
ト
ナ
Ｉ
　
Ｂ
さ
ん

ア
ウ
ト
サ
イ
ド

フ

ァ
ー

ス
ト

・
レ

シ
ー

パ
ー
ト
ナ
Ｉ
　
Ｄ
さ
ん

（
シ
ン
グ
ル
ス
の
場
合
）

イ
ン
サ
イ
ド

Ａ
さ
ん

　

（所
属
）

ア
ウ
ト
サ
イ
ド

Ｂ
さ
ん

　

（所
属
）

二
、
試
合
を
始
め
る
と
き

ラ
ブ

。
オ
ー
ル
、
２

息
つ
い
て
）
プ
レ
ー

ニ
、
第

一
ゲ
ー
ム
が
終
っ
た
と
き

例
　
Ａ
さ
ん

（東
京
）
が
１５
対
９
で
勝
っ
た
。

ゲ
ー
ム
オ
ー
バ
ー

ゲ
ー
ム
・
ツ
ー

・
Ａ
さ
ん

（東
京
）

‐５

‐

９

四
、
エ
ン
ド
を
替
え
さ
せ
る
。

チ

ェ
ン
ジ

・
エ
ン
ド

五
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
を
始
め
る
と
き

例
　
第

一
ゲ
ー
ム
は
、
Ａ
さ
ん

（東
京
）
が
勝

っ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム

・
カ
ウ
ン
ト
　
ー
ー
０

⌒ バ  ⌒ |

所 1  所 A
属 C 属 さVさ  Vん
ん

審
判
に
関
す
る
．憫
問
集
　
　
③

日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
編



Ａ
さ
ん
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ラ
ブ

・
オ
ー
ル
、
プ
レ
ー

六
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
が
終
り
、
ゲ
ー
ム

・
カ
ウ
ン
ト
が

１
対
１
と
な

っ
た
と
き

例
　
Ｂ
さ
ん

（大
阪
）
が
１５
対
１０
で
第
ニ
ゲ
ー

ム
に
勝

っ
た
。

ゲ
ー
ム

・
オ
ー
バ
ー

ゲ
ー
ム

・
ツ
ー

・
Ｂ
さ
ん

（大
阪
）

‐５

‐

‐０

ワ
ン
・
グ
ー
ム

・
オ
ー
ル

七
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
を
始
め
る
と
き

フ
ァ
イ
ナ
ル

・
ゲ
ー
ム

ラ
ブ

・
オ
ー
ル
、
プ
レ
ー

八
、
試
合
が
終
っ
た
と
き

例
　
Ａ
さ
ん

（東
京
）
が
２
対
１
で
勝

っ
た
。

ゲ
ー
ム

・
セ
ッ
ト

マ
ッ
チ

・
ツ
ー

・
Ａ
さ
ん

（東
京
）

ゲ
ー
ム

・
カ
ウ
ン
ト
　
２
１
１

な
お
、
ゲ
ー
ム

・
セ
ッ
ト
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

で
す
が
、
正
し
く
は
、　
マ
ッ
チ

・
イ
ズ

。
オ
ー
バ
ー

と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
野
球
な
ど
で
も
、
ゲ
ー
ム

¨
セ
ッ
ト
を
用
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
は
、
誤

ま
っ
て
伝
え
ら
れ
た
外
来
語
の
よ
う
で
す
。

問
２６
　
試
合
中
、
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

コ
ー
ル
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

答
　
得
点
の
コ
ー
ル
は
、
必
ず
イ
ン
サ
イ
ド
の
方
か

ら
８
１
１０
の
よ
う
に
い
い
ま
す
。
５
１
５

の
よ
う
に

同
点
の
と
き
は
、
フ
ァ
イ
ブ

。
オ
ー
ル
と
い
い
ま
す
。

得
点
を
い
っ
て
か
ら

”〓
　
を
つ
け
る
わ
け
で
す
ね
。

ダ
ブ
ル
ス
の
と
き
の

「
セ
カ
ン
ド

・
サ
ー
バ
ー
」
は
、

得
点
の
コ
ト
ル
の
あ
と
に
つ
け
ま
す
。

９
野
”
”ｏＦ
８
８
己

∽
ｑ
く
弯

と
な
る
わ
け
で
す
。

フ
ァ
ー
ス
ト

・
サ
ー
バ
ー
は
特
に
い
わ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
セ
カ
ン
ド

・
サ
ー
バ
ー
の
と
き

は
得
点
の
コ
ー
ル
の
た
び
に
い
っ
て
下
さ
い
。
セ
カ

ン
ド

・
サ
ー
バ
ー
と
い
わ
な
い
と
き
は
フ
ァ
ー
ス
ト

・
サ
ー
バ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
フ
オ
ル
ト
の
状
態
が
生
し
た
と
き
は
、
た

だ
ち
に
、
「
フ
ォ
ル
ト
」
（ア
ウ
ト
の
場
合
は

「
ア
ウ

ト
し

と
コ
ー
ル
し
て
下
さ
い
。
（規
則
１４
条
）

な
お
、
前
間
に
ゲ
ー
ム
終
了
の
と
き
の
コ
ー
ル
は

書
き
ま
し
た
が
、
イ
ン
サ
イ
ド
が
１４
点

（女
子
シ
ン

グ
ル
で
は
１０
点
）
に
達
し
た
最
初
の
機
会
に
、
次
の

１
ポ
イ
ン
ト
で
、

（０
ゲ
ー
ム
が
終
了
す
る
と
き
は
、
ゲ
ー
ム
・
ポ
イ
ン

○
試
合
が
終
了
す
る
と
き
は
、
マ
ッ
チ

。
ポ
イ
ン
ト

と
云
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
　
１４
１
８
の
と
き

（∪
の
と
き

ま
１
一８
●
器
ヨ
ｏ
Ｂ

諄̈

Φ一野
”

〇
の
と
き

ま
“
”̈
ｏ９

ヨ
””多

Ｂ
ョ

Ｌ
５
”

ダ
ブ
ル
ス
で
、
セ
カ
ン
ド

・
サ
ー
バ
ー
の
と
き
は
、

こ
の
コ
ー
ル
の
あ
と
に

い
ｏ
８
乱

器
『く
ｑ
　
と
つ
け

た
す
わ
け
で
す
ね
。

ま
た
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
後
、
ゲ
ー
ム
や
試
合
の

最
終
ポ
イ
ン
ト
の
１
点
前
に
達
し
た
と
き
に
も
、
そ

の
最
初
の
機
会
に
、
上
記
と
同
じ
よ
う
に
コ
ー
ル
を

し
ま
す
。

例
　
４
１
２
に
な

っ
た
と
き

（実
際
の
ス
コ
ア
ー

は
‐７
１
‐５
）

〓
１

”
目
ｏ
Ｂ
】ユ

一■
ｏ
　

あ
る
い
は
　

ぃ８
『

ヨ
算
多

Ｂ
一二

一■
ｏ
　
ｌ
ゲ
ー
ム
が
２‐
点
の
と
き
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
も
上
に
準
し
て
コ
ー
ル
し

ま
す
。

間
２７
　
主
審
を
し
て
い
て
、
特
に
間
違

い
や
す
い
コ

ー
ル
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

本
目
　
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。
全
国
大
会
も
、
最
近

は
敗
者
審
判
と
い
う

こ
と
も
あ

っ
て
古

い
コ
ー
ル
や

不
正
確
な

コ
ー
ル
も
聞
か
れ
ま
す
。
主
な
も
の
を
あ

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

（正
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（誤
）

○
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
バ
ー

〇
チ
ェ
く
イ

エ
ン
ド

〇
ゲ
ー
ム
・
オ
ー
ル

（リ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

⑤
サ
ー
ビ
ス
。
オ
ー
バ
ー

○
第

一
ゲ
ー
ム

第
ニ
ゲ
ー
ム
、
ま
た
は
、

フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ム

○
イ
ン

Ｑ
ア
ウ
ト

セ
カ

ン
ド

・
サ
ー
ビ
ス

チ

ェ
ン
ジ

・
コ
ー
ト

セ

ッ
ト

・
オ
ー

ル

、ン
ュ
ー

ス

チ

ェ
ン
ジ

・
サ
ー

ビ
ス

サ
イ
ド

・
ア
ウ
ト

第

一
セ

ッ
ト

第
一一竃

ッ
ト

イ

ン
サ
イ
ド

ア
ウ
ト

・
サ
イ
ド

間
２８
　
セ
ツ
テ
イ
ン
グ
の
と
き
の
コ
ー
ル
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

答

　

∽
ε

（ま
た
は
三
、
ま
た
は
五
）

Ｂ
ョ

ざ
奉

Ｌ
】

と
コ
ー
ル
し
ま
す
。
な
お
　
】９
ｏ
Ｌ

■
●ヽ

と
コ
ー
ル
す
る
人
が
あ
り
ま
す
が

づ
】Ｑ

は

い
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
、
第

一
編
間
５２
以
下
に
説
明

し
て
あ
り
ま
す
。

問
２９
　
試
合
が
終
了
し
た
の
ち
、
主
審
は
、
勝
者
に

サ
イ
ン
し
て
も
ら
い
ま
す
が
な
ぜ
で
す
か
。

笈
口　
大
会
運
営
規
定
第
２０
条
で
は
、
主
審
は
、
試
合

終
了
後
、
直
ち
に
審
判
用
紙
の
記
入
を
完
了
し
、
自

署
し
て
審
判
長
に
報
告
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。



し
か
し
勝
者
の
サ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
特
に
規
定
が

あ
り
ま
せ
ん
。
わ
が
国
の
慣
行
で
は
、
勝
者
が
サ
イ

ン
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
記
録
上
、
勝
者
、
敗
者
を

明
瞭
に
す
る
た
め
で
し
ょ
う
ね
。
し
か
し
、
勝
者
、

敗
者
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
な
ら
ば
、
む
し
ろ
敗

者
に
サ
イ
ン
し
て
も
ら
う
方
が
、
正
確
だ
と
い
う
意

見
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
放
棄
試
合
の
場
合

な
ど
は
、
こ
れ
も
む
ず
か
し
い
問
題
で
す
ね
。
現
在

は
慣
行
と
し
て
、
勝
者
に
サ
イ
ン
し
て
も
ら
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

問
３０
　
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ャ
ツ
シ
の
任
務
を
、
く
わ
し

く
教
え
て
下
さ
い
。

答
　
大
会
運
営
規
定
第
３‐
条
、
審
判
員
心
得
２７
条
に

あ
り
ま
す
よ

つ
に
、
○
オ
ー
バ
ー

・
ウ
ェ
ス
ト

〇

オ
ー
バ
ー

・
バ
ン
ド
　
一〇
フ
ッ
ト

・
フ
ォ
ル
ト
　
⑭^

ボ
ー
ク
の
四
つ
の
判
定
が
主
な
任
務
で
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
第

一
編
問
７‐
以
下
に
、
く

わ
し
く
説
明
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、　
一
読
し

て
下
さ
い
。
特
に
Ｏ
あ
オ
ー
バ
ー

・
ハ
ン
ド
に
つ
い

て
は
、
昭
和
４７
年
に
規
則
が
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。
（第

一
編
間
７２
参
照
）ま
た
、

一〇
の
フ
ッ
ト

・
フ
ォ
ル
ト
の
中
に
は
、
ラ
イ
ン
ク
ロ

ス
の
判
定
も
当
然
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
３‐
　
サ
‐
ビ
ス

。
ジ
ャ
ツ
シ
が
つ
い
た
と
き
は
、

主
審
は
サ
ー
ビ
ス
の
と
き
、
ど
こ
を
見
れ
ば
よ
い
の

で
す
か
。

銭
ロ　
サ
ー
ビ
ス
・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
サ
ー
バ
ー
を
見
て
ま

す
か
ら
、
主
審
は
、
主
に
、
レ
シ
ー
バ
ー
を
み
て
下

さ
い
。
「サ
ー
バ
ー
の
フ
ォ
ル
ト
は
間
３０
の
よ
う
に
、

四
つ
で
す
ね
。
レ
シ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
）だ
け

が
適
用
さ
れ
ま
す
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
・
ジ
ャ
ッ
ジ
が

つ
い
た
と
き
は
、
主
審
は
、
主
に
レ
シ
ー
バ
ー
の
フ

オ
ル
ト
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」
し
か
し
、
サ

ー
バ
ー
の
フ
ォ
ル
ト
を
と
っ
て
も

一
向
に
さ
し
つ
か

え
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

（規
定
２‐
条
）

間
３２
　
サ
‥
ビ
ス

・
シ
ャ
ツ
ジ
を
省
略
す
る
と
き
は
、

主
審
が
サ
ー
ビ
ス

・
ジ
ャ
ツ
シ
の
任
務
を
兼
ね
る
わ

け
で
す
か
ら
左
右
両
方
に
眼
を
く
ば
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
ね
。

答
　
そ
う
な
の
で
す
。
と
く
に
、
サ
ー
ビ
ス
で
シ
ャ

ト
ル
が
打
た
れ
る
瞬
間
に
は
、
両
方
が
同
時
に
見
え

る
よ
う
に
、
姿
勢
や
見
る
位
置
を
工
夫
し
て
、
な
る

べ
く
視
野
を
広
く
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

間
３３
　
サ
‐
ビ
ス

。
ジ
ャ
ッ
シ
が
、
よ
く
透
明
な
セ

ル
ロ
イ
ド
板
に
線
の
は
い
っ
た
も
の
を
用
い
ま
す
が
、

あ
れ
は
な
ん
の
た
め
で
す
か
。

竺
ロ
　
オ
ー
バ
ー

・
ウ

エ
ス
ト
や
オ
ー
バ
ー

・
ハ
ン
ド

の
判
定
を
よ
り
正
し
く
す
る
た
め
の
道
具
で
す
。

し
か
し
、
あ
の
板
の
使

い
方
は
大
変
む
ず
か
し
く
、

板
の
線
を
、
サ
ー
バ
ー
の
腰
の
線
や
手
の
位
置
に
あ

わ
せ
て
み
ま
す
の
で
、
視
野
が
狭
く
な
り
、
フ
ッ
ト

・
フ
オ
ル
ト
や
ボ
ー
ク
を
見
落
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

間
３４
　
線
審
と
し
て
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
を
お
話
し
下
さ
い
。

竺
口　
線
審
は
、
ま
ず
試
合
中
終
始
シ
ャ
ト
ル
か
ら
目

を
離
さ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
担
当
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
、
全
面
的
に
責
任
を
負
う
わ
け
で
す
か
ら
、

担
当
ラ
イ
ン
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
、
か
ら
だ

や
顔
を
シ
ャ
ト
ル
の
方
向
に
向
け
て
判
定
す
る
こ
と

で
す
。
シ
ャ
ト
ル
が
担
当
ラ
イ
ン
の
外
に
落
ち
た
場

合
は
、
ど
ん
な
に
離
れ
て
い
た
と
き
で
も
、
直
ち
に
、

プ
レ
ー
ヤ
ー
や
観
衆
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
明
瞭
な

声
で

「
ア
ウ
ト
」
と
コ
ー
ル
し
、
サ
イ
ン
と
し
て
同

時
に
両
手
を
ひ
ろ
げ
、
主
審
に
よ
く
見
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
「
イ
ン
」
の
と
き
は
、
何
も
い
わ
な
く
て
よ

い
の
で
す
が
、
き
わ
ど
い
と
き
な
ど
は
、
片
手
を
斜

め
下
に
出
し
て
、
「
イ
ン
」
の
サ
イ
ン
を
し
た
方
が

よ
い
で
し
よ
う
。

ま
た
、
こ
の
と
き
判
定
が
よ
り
正
確
に
な
る
よ
う

に
、
か
ら
だ
を
乗
り
出
し
て
見
る
の
は
よ
い
で
す
が
、

プ
レ
ー
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ

と
も
忘
れ
な

い
で
下
さ
い
。

間
３５

　

「
ア
ウ
ト
」
「
イ
ン
」
の
サ
イ

ン
の
し
方
を

教
え
て
下
さ
い
。

答
　
写
真
を
見
て
下
さ
い
。
「
ア
ウ
ト
」
の
サ
イ
ン

の
と
き
は
、
ひ
じ
を
曲
げ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

間
３６
　
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
誰
が
判
定

す
る
の
で
す
か
。

笈
口　
図
の
よ
う
な
位
置
に
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
担

当
す
る
線
審
が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
き
は
別
で
す
が
、

普
通
は
、
間
２‐
で
ぉ
話
し
し
た
よ
う
に
、
主
審
は
少

し
高

い
位
置
か
ら
見
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
か
げ
に
な

っ
て
見
に
く

い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

問
３７
　
問
２‐
で
は
、
ロ
ン
グ

・
サ
ー
ビ
ス

・
ラ
イ
ン

も
線
審
が
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
サ

ー
ビ
ス
の
と
き
線
審
の
位
置
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
か
。



笙
口
　
と
く
に
、
線
審
の
位
置
は
変
え
ま
せ
ん
が
、
心

も
ち
身
体
を
来
り
出
し
て
見
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

第
３
章
　
い
ろ
い
ろ
な
事
例

一
、
シ
ャ
ト
ル
に
関
す
る
事
例

間
３８
　
シ
ヤ
ト
ル
が
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
着
衣
に
ふ
れ
て

か
ら
、
ラ
イ
ン
の
外
に
落
ち
た
と
き
、
線
審
は
別
に

何
も
い
わ
な
く
て
よ
い
の
で
す
ね
。

答
　

ンヽ
ャ
ト
ル
が
、
着
衣
や
体
に
ふ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
時
点
で
フ
ォ
ル
ト
で
す
ね
。
（規
則
１４
条
の
５
）

こ
れ
は
主
審
が
判
定
す
る
わ
け
で
す
。
従

っ
て
、
線

審
は
何
も
い
わ
な
く
て
よ
い
の
で
す
。
（規
定
２９
条
）

し
か
し
、
主
審
が
大
変
わ
か
り
に
く
い
と
き
は
、
線

審
に
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は

「着
衣

に
ふ
れ
て
か
ら
ラ
イ
ン
の
外
に
落
ち
た
」
と
答
え
る

べ
き
で
す
ね
。

間
３９
　
シ
ヤ
ト
ル
が
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
ラ
ケ
ッ
ト
に

ふ
れ
た
後
、
ラ
イ
ン
の
外
に
出
た
の
で
す
が
、
前
間

と
同
様
、
線
審
は
何
も
い
わ
な
く
て
よ
い
の
で
す
ね
。

答
　

ンヽ
ャ
ト
ル
が
、
ラ
ケ
ッ
ト
に
ふ
れ
て
ラ
イ
ン
の

外
に
出
た
の
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
き
は
、
何
も

い
わ
な
く
て
い
い
で
し
ょ
う
。
従

っ
て
、
「
ア
ウ
ト
」

の
サ
イ
ン
も
し
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
ラ
ケ
ッ
ト
に

ふ
れ
た
か
ど
う
か
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
き
は
、　
一

応

「
ア
ウ
ト
」
の
サ
イ
ン
を
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

シ
ャ
ト
ル
が
ラ
ケ
ッ
ト
に
ふ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
主

審
が
判
定
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

間
４０
　
主
審
を
し
て
い
て
、
シ
ャ
ト
ル
が
、
天
丼
か

ら
さ
が
っ
て
い
る
体
操
の
つ
り
輪
に
ふ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
「
レ
ッ
ト
」
を
宣
し
た
の
で
す
が
正
し
い

で
し
ょ
う
か
。

答
　
つ
り
輪
な
ど
障
害
物
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
会
場
ル
ー
ル
で
き
め
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
し
、

つ
り
輪
の
先
端
が
床
か
ら
８

ｍ
の
高
さ
が
な
い
と
き

は
、
「
レ
ッ
ト
」
と
定
め
る
で
し
ょ
う
が
、
８

ｍ
以
上

あ
れ
ば
当
然

「
フ
ォ
ル
ト
」
と
定
め
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
場
合

は
、
競
技
委
員
長
に
聞
い
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
で

す
ね
。

間
４‐
　
試
合
中
に
ブ
レ
ー
ヤ
ー
が
勝
手
に
シ
ャ
ト
ル

を
か
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
シ
ャ
ト

ル
を
交
換
す
る
最
終
的
な
権
限
は
、
主
審
に
あ
る
の

で
す
ね
。

答
　
そ
う
で
す
。
シ
ャ
ト
ル
に
つ
い
て
は
競
技
規
則

第
４
条
に
細
か
い
規
定
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

す
ね
。
羽
が
折
れ
た
り
、
台
が
つ
ぶ
れ
た
り
し
て
規

格
に
合
わ
な
い
状
態
に
な
っ
た
り
、
速
調

（
ペ
ー
ス
）

が
正
し
く
な

い
場
合
は
、
主
審
が
判
断
し
て
か
え
る

べ
き
で
す
。
断
じ
て
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
勝
手
に
か
え
さ

せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
（規
則
２２
条

）
プ
レ
ー
ヤ
ー

自
身

の
調
子
が
合
わ
な
い
た
め
、
故
意
に
シ
ャ
ト
ル

を
変
形
し
た
り
し
て
、
交
換
を
申
し
出
る
な
ど
は
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
精
神
か
ら
大
変
か
け
は
な
れ
た
も
の

に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

間
４２
　
す
る
と
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
勝
手
に
シ
ャ
ト
ル
を

折
り
ま
げ
た
り
、
ひ
じ
で
拡
げ
た
り
し
て
い
る
の
を

見
過
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

答
　
も
ち
ろ
ん
、
い
け
ま
せ
ん
。

シ
ャ
ト
ル
は
前
間

で
も

い
い
ま
し
た
よ
う
に
勝
手
に
変
形
し
た
り
し
て

は
い
け
な
い
の
で
す
か
ら
、
す
ぐ
や
め
さ
せ
て
下
さ

い
。
平
常
か
ら
正
し
い
速
調
の
シ
ャ
ト
ル

（規
則
４

条
）
で
練
習
し
て
お
か
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
折

っ

た
り
、
拡
げ
た
り
し
な

い
と
正
し
い
飛
び
方
を
し
な

い
シ
ャ
ト
ル
だ
っ
た
ら
、
主
審
は
、
自
ら
か
え
て
や

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
（規
定
２２
条
）

間
４３
　
シ
ヤ
ト
ル
が
ネ
ッ
ト
を
越
え
た
後
に
、
相
手

側
の
ネ
ッ
ト
に
ひ
っ
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど

う
判
定
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
ネ

ッ
ト
を
越
え
た
後
に
、
相
手
側
の
コ
ー
ト
の

ネ

ッ
ト
に
か
か
っ
た
の
で
す
か
ら

「
レ
ッ
ト
」
と
な

り
ま
す
ね
。
（規
定
１７
条
の
２
）
通
常
ネ

ッ
ト
を
越

え
て
か
ら
シ
ャ
ト
ル
が
ひ
っ
か
か
る
こ
と
は
な

い
と

思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
第
１２
回
全
日
本
教
職
員
大
会

（熊
本
）
で
実
際
に
お
こ
っ
た
の
を
み
ま
し
た
。
で

も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
は
、
シ
ャ
ト
ル
が

悪

い
か
、
ネ

ッ
ト
が
悪

い
の
で
し
ょ
う
。
す
ぐ
調
べ

て
交
換
す
べ
き
で
す
。

線審

8

「ァゥ ト」のサイン

「イン」のサイン



◆
連
載
◆
お
日
さ
ん
や
子
供
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
た
め
の
シ
リ
ー
ズ

・
第
四
回

36

今
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
る
皆
さ
ん
へ

あ
わ
て
ず
、
あ
せ
ら
ず
、　
一
歩

一
歩
確
実
に

今
ま
で
私
は
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン

の
種
を
蒔
き
、
苗
を
育
て
る
世
界
」

と
し
て
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
ラ
ケ
ッ

ト
を
握
っ
て
遊
ぶ
こ
と
の
重
要
さ
を

強
調
し
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
、
二
十

オ
、
四
十
オ
に
な
っ
た
ら
、
も
つ
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
に
取
り
組
む
の
は
無
理

だ
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。世
界

一
流
を
ね
ら
う
と
い
つ
の
で

あ
れ
ば
、
私
も
ち
ょ
っ
と
首
を
か
し

げ
な
い
わ
け
に
ま
い
り
ま
せ
ん
が
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
楽
し
く
て
し
ょ
う

が
な
い
、
す
っ
か
り
若
返
っ
た
と
喜

ん
で
、
毎
週
つ
づ
け
て
い
る
、
壮
年

の
方
、
ご
婦
人
方

（
い
ず
れ
も
四
十

オ
、
五
十
オ
で
は
じ
め
て
ラ
ケ
ッ
ト

を
握
っ
て
）
を
ゴ
マ
ン
と
知
っ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
少
年
少
女
時
代

の
よ
う
に
、
眼
を
見
は
る
よ
う
な
こ

と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
当

に

「誰
か
夢
な
き
」
で
す
よ
。

だ
か
ら
私
は
、
な
る
べ
く
幼
少
の

頃
か
ら
と
す
す
め
る

一
方
で
は
、
相

当
に
年
を
と
っ
て
か
ら
で
も
十
分
間

に
合
い
ま
す
よ
と
、
手
を
と
っ
て
強

引
に
誘
い
込
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

最
初
は

「私
な
ど
、
こ
の
年
で
と
て

も
、
と
て
も
」
と
尻
込
み
し
て
い
た

方
が
、
週

一
回
で
は
も
の
足
り
な
い

と
せ
が
ん
で
こ
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。

何
故
か
と
い
う
こ
と
は
、
前
号
、

前
々
号
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
と

し
て
解
説
し
て
お
い
た
こ
と
の
中
に

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

第

一
に
ラ
ケ
ッ
ト
が
テ
ニ
ス
な
ど

に
く
ら
べ
て
軽
く
、
振
り
回
し
が
き

く
こ
と
で
す
。

第
二
に
シ
ャ
ト
ル
の
独
特
の
構
造
、

材
質
か
ら
し
て
、
空
気
抵
抗
に
よ
っ

て
、
バ
ー
ド

（空
中
を
と
ん
で
い
る

シ
ャ
ト
ル
と
解
し
て
よ
い
で
し
ょ

う
）
の
速
度
が
あ
る
程
度
遅
く
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
打
て
ば
、
比
較
的

に
当
て
や
す
い
こ
と
。

第
二
に
、
大
体
ラ
ケ
ッ
ト
に
当
っ

て
打
ち
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
初
心
者
で
も
、
そ
れ
な
り
に
ゲ

ー
ム
が
十
分
楽
し
め
る
こ
と

（あ
ま

り
火
花
が
ち
り
ま
せ
ん
が
）。

第
四
に
ゲ
ー
ム
は
と
も
か
く
、
打

ち
合
い
そ
の
も
の
が

（ラ
リ
ー
が
つ

づ
く
こ
と
が
）、
あ
る
程
度
運
動
欲

を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
。

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で

，し
ょ
つヽ
。

だ
か
ら
、
も
し
貴
方
が
既
に
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ん
で
い
ら
れ
る
先

輩
？
　
で
あ
れ
ば

（私
は
こ
の
方
々

を
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
病
中
毒
患
者
と
よ

ん
で
い
ま
す
）
…
…
そ
つ
い
つ
方
々

が
本
誌
を
読
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の

大
部
分
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
…
…

こ
ヽ
ら
で
ち
ょ
っ
と

一
息
つ
い
て
、

貴
方

貧
貝
女
）
の
周
囲
を
見
廻
し
て

下
さ
い
。
運
動
不
足
に
悩
ん
で
い
る

方
が

一
人
や
二
人
必
ず
い
る
も
の
で

す
。庭
さ
き
の
打
ち
合
い
に
で
も
、
練

習
ク
ラ
ブ
に
で
も
、
思
い
き
っ
て
誘

っ
て
下
さ
い
。
普
通
の
健
康
体
で
、

五
体
満
足
な
方
な
ら
必
ず

「味
」
を

し
め
る
筈
で
す
。
た
だ
し
、
ビ
ギ
ナ

ー
を
相
手
に
す
る
と
き
は
、
多
少
と

も
優
越
感
？
　
の
よ
つ
な
も
の
が
頭

を
あ
げ
ま
す
の
で
、
相
手
を
あ
ま
り

し
ご
か
な
い
よ
つ
に
し
て
下
さ
い
。

な
る
べ
く
、
ス
ト
ロ
ー
ク
以
前
の
ラ

ヶ
ッ
ト
に
よ
る

「ま
り
つ
き
」
や
羽

根
つ
き
の
よ
つ
な
…
…
ラ
ケ
ッ
ト
の

長
さ
を
味
得
で
き
る
よ
つ
な
…
…
練

習
を
す
す
め
て
、
な
る
べ
く
空
振
り

の
期
間
を
す
く
な
く
す
る
よ
つ
に
工

夫
し
て
下
さ
い
。
そ
つ
し
て
、
辛
棒

し
て

「素
振
り
」
を
励
行
す
る
よ
つ

に
す
す
め
て
み
る
こ
と
で
す
。

も
し
そ
の
ビ
ギ
ナ
ー
が
幼
少
年
で

あ
れ
ば
、
い
き
な
リ
ラ
ケ
ッ
ト
を
握

ら
せ
て
、
バ
ー
ド
の
打
ち
合
い
を
さ

せ
て
も
、
や
り
方
が
上
手
で
あ
れ
ば
、

自
然
に
よ
い
フ
ォ
ー
ム
が
生
れ
る
可

能
性
が
十
分
あ
り
ま
す
が
、
年
輩
に

な
っ
て
か
ら
で
は
こ
の

「
い
き
な
り

式
」
は
危
険
で
す
。
体
を
こ
わ
す
心

配
も
あ
り
ま
す
し
、
当
て
る
こ
と
に

専
念
す
る
た
め
に
、
大
抵
は
、
「大
和

の
つ
る
し
柿
」
…
…
へ
た
な
り
に
固

ま
る
…
…
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

体
の
順
応
が
そ
れ
だ
け
む
つ
か
し
い

伊

藤

基

記

―

熊
本
女
子
大
学
寧

一真

協
〈曇

委
量



の
で
す
。

だ
か
ら
、
熟
練
し
た
人
の
フ
オ
ー

ム
を
真
似
て
、
「素
振
り
」
を
す
る

単
調
さ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
を
声
を

大
に
し
て
お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
の
壁
を
破
れ
ば
、
年
輩
の
方
で

も
、
案
外
、
あ
か
ぬ
け
し
た
フ
オ
ー

ム
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ビ
ギ
ナ
ー
の
方
々
は
か
け
あ
し
や

跳
躍
、
柔
軟
体
操
な
ど
を
入
念
に
し

て
い
わ
ゆ
る

「お
っ
と
り
刀
」
に
な

ら
ぬ
よ
つ
に
し
て
下
さ
い
。
初
心
者

だ
か
ら
、
ほ
ん
の
楽
し
み
に
、
ち
ょ

っ
と
体
力
づ
く
り
に
…
…
と
い
う
わ

け
で
、
玩
具
的
な

「セ
ツ
ト
物
」
で

は
じ
め
る
方
を
時
々
見
か
け
ま
す
が
、

こ
れ
は
あ
ま
り
お
す
す
め
で
き
ま
せ

ん
。
腕
の
不
足
を
用
具
で
カ
バ
ー
す

る
く
ら
い
の
気
持
で
、
思
い
っ
き
り

上
等
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
求
め
て
下
さ
い
。

第

一
打
球
感
が
違
い
ま
す
よ
「
こ

の
快
い

「打
ち
心
地
」
が
、
貴
方
を

と
り
こ
に
す
る
筈
で
す
か
電ヽ

こ
ん
な
に
汗
を
か
く
の
は
初
め
て

だ
と
驚
き
、
風
呂
あ
が
り
の
一
杯
が

こ
ん
な
に
う
ま
い
も
の
か
と
の
ど
を

な
ら
す
。
頭
痛
や
、
不
眠
症
、
一月
や

腰
の
痛
み
な
ど
、
あ
れ
は
い
つ
の
こ

と
だ
っ
た
ろ
■ヽ

き企
荻
全
員
で
も

や
れ
ま
す
よ
。
さ
あ
、
だ
ま
さ
れ
た

つ
も
り
で
コ
ー
ト
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

貴
方
は
手
を
引
っ
張
る
人
で
す
か
、

引
っ
張
ら
れ
る
人
で
す
か
。
足
だ
け

は
引
っ
張
ら
な
い
よ
つ
に
願
い
ま
す

亀

さあ,仲間を呼んでバドミントンの輔を広げよう

運動不足に悩む人はパドミントンを
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◆
今
月
号
は
、
置
定
を
変
更
い
た
し

ま
し
て
、
学
生
大
会
特
集
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
国
際
大
会
に
も
わ
が

国
代
表
と
し
て
多
く
の
学
生
選
手
諸

君
が
派
遣
さ
れ
る
よ
つ
に
な
り
ま
し

た
。
◆
い
つ
も
誌
上
に
発
表
さ
れ
る
機
会

の
少
な
い
リ
ー
グ
戦
を
中
心
に
編
集

し
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
記
録
集

に
な
っ
て
し
ま
い
、　
一
般
の
方
々
に

は
不
満
も
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が

趣
旨
を
ご
理
解
の
？
え
、
学
生
諸
君

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
三
，
。

◆
今
年
は
、
全
日
本
学
生
選
手
権
が

１０
月
２６
日
か
ら
東
京
で
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
観
戦
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
詳
し
い
日
程

・
会
場

は
前
号
で
発
表
い
た
し
ま
し
た
と
お

り
で
す
。

◆
来
月
号
で
、
イ
ン
タ
ハ
イ

（全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
）、
本
面
］

中
学
生
大
会
、
全
日
本
教
職
員
選
手

権
大
会
を
中
心
に
お
届
け
い
た
し
ま

ｔ◆
別
表
の
と
お
り
、
本
誌
が

「受
取

人
転
居
先
不
明
」
で
一戻
っ
て
き
て
し

ま
い
ま
し
た
。
お
心
あ
た
り
の
方
は

編
集
部
ま
で
ハ
ガ
キ
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
転
居
の
際
は
、
旧
住

所
と
新
住
所
を
明
記
の
マ
え
、　
ハ
ガ

キ
で
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
る

よ
つ
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
団
地

や
ア
パ
ー
ト
、　
マ
ン
シ
ョ
ン
、
寮
の

場
合
必
ず
そ
の
旨
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
来
月
号
誌
上
で
、
本
誌
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
の
頒
布
目
録
を
発
表
い
た
し

ま
す
の
で
、
ど
つ
ぞ
お
手
も
と
の
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
毎
月
お
知
ら
せ
の
と
お
り
、
本
誌

合
本
バ
イ
ン
ダ
ー
の
予
約
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ

ガ
キ
で
部
数
明
記
の
２
え
、
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

◆
編
集
部
で
は
常
時
、
原
稿

・
写
真

の
ご
寄
稿
を
募
集
し
て
お
り
、
お
送

り
い
た
だ
い
た
も
の
は
、
で
き
る
だ

け
掲
載
す
る
よ
つ
に
し
て
お
り
ま
す

が
、
原
稿

。
写
真
は
原
則
と
し
て
お

返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー

・

焼
増
を
お
と
り
の
う
え
、
お
送
り
願

い
ま
す
。
な
お
、
掲
載
の
際
は
、
記

念
品
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

―

昭
和
５‐
年
度

大
会
垂

足
カ
レ
ン
ダ
ー

ー

◆
す
で
に
行
わ
れ
た
大
会

第
２６
回
全
日
本
実
業
団
選
手
権
大
会

６
月
２５
～
３０
日

（藤
沢
市
）

第
２７
回
全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会

８
月
１
～
６
日

（中
野
市
）

第
１５
回
全
日
本
教
職
員
選
手
権
大
会

８
月
Ｈ
～
１５
日

（東
京
都
）

第
６
回
全
国
中
学
生
大
会

８
月
１８
～
２０
日

（仙
台
市
）

第
１９
回
全
日
本
社
会
人
選
手
権
大
会

９
月
１２
～
‐５
日

（宮
崎
市
）

◆

開
催
の
準
備
を
進
め
て
い
る
大
会

第
３‐
回
国
民
体
育
大
会
競
技

１０
月
２５
～
２８
日

（佐
賀
県
牛
津
町
）

第
２７
回
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会

１０
月
２６
～
３‐
日

（東
京
都
）

昭
和
５‐
年
度
全
日
本
総
合
選
手
権
大

会
個
人
戦
１２
月
８
～
１２
日
（東
京
都
）

昭
和
５‐
年
度
全
日
本
総
合
選
手
権
大

会
団
体
戦
２
月
１９
～
２０
日
（東
京
都
）

国
際
大
会

（招
待
）

第
６
回
国
際
競
技
大
会
１
月
下
旬
～

２
月
上
旬

（東
京
都

・
他
）

国
際
大
会

（派
遣
）

第
５
回
日
中
競
技
大
会
９
月
下
旬
～

１０
月
上
旬

（北
京
市

・
他
）

第
４
回
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
１０
月
２９

～
ｎ
月
７
日
（
ハ
イ
デ
ラ
バ
ッ
ト
市
）

第
２０
回
全
カ
ナ
ダ
オ
ー
プ
ン
選
手
権

大
会
１２
月
１
～
４
日
（ト
ロ
ン
ト
市
）

第
２５
回
全
デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
選

手
権
大
会
３
月
１２
～
‐５
日

（
コ
ベ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
市
）

第
６７
回
全
英
オ
ー
プ
ン
選
手
権
大
会

３
月
２３
～
２６
日
（
ウ
エ
ン
ブ
レ
ー
市
）

転居先が不明です〃

吉村 禎訓 〒632天理市守目堂町170      70～ 81
西本 博明 〒136江東区亀戸2-7-8浅 井サト方  77
山崎  茂 〒151渋 谷区元代々木39-6さ かもと荘1号  78
岩崎 与雄 〒156世田谷区松原 3-36-14

コーポ西山202号          85
古武 義治 〒662西宮市上ヶ原 2番町 1-49     78
牛山  宏 〒181三鷹市新川4-20-2石原方    84
沢畑 克人 〒3234ヽ 山市中久喜315         73
大鴻 昭美 〒733広島市井日1-3-37       69
筒井  悟 〒805北九州市八幡東区台良町 1南    80
吉田 良和 〒525草津市平井町143-1

もちうマンション       79
平岡  宏 〒180武蔵野市境 5-14-21都職員寮   82
鈴木与志男 〒343越谷市大沢2-10-3       83
古沢 繁之 〒658神戸市東灘区住吉町5-2-5   84
佐藤  秀 〒0241ヒ上市鍛金町1丁 目H-67み どり荘6 77
近藤 朱美 〒144大田区蒲田1-18-8松 田方    85
山内 哲夫 〒087根室市宝林町 1丁 目31       86
大田  仁 〒065札幌市東区北15条西 1丁 目中沢方  86
北原 章子 〒230横浜市鶴見区東寺尾15-20-1

鶴見大学光華寮          82
松山 次男 〒050室蘭市白鳥台1-41-3-19    79
菊地 幸男 〒211り |1崎市高津区蟹ヶ谷220

国税局蟹ヶ谷寮 1棟105      86
小樟 理子 〒138保谷市柳沢6-8-10       83
伝田 紳介 〒280千葉市轟町4-4-30       83
桜井 隆夫 〒162新宿区市ケ谷左内町29城北学生寮40281
宮原  昭 〒476東海市富木島町新石根 1-1

小島センター内6         81
藤堂 和夫 〒192八 王子市大和田2-5-19

小西大和田寮           82
松井  孝 〒280千葉市白旗 3-15-3寿 荘     88
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